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１　言語は人間のあいだにおいて意思を通じあ うため

の大切な道具であり，われわれの文化は言語・文字によ

って集積されるものである。した力脳 て，言語の内包が

用いる人によって異なっていては完全にその役目をはた

すことができない。数学の如きはその用語の定義がきわ

めて厳重であるが，他の科学においてもそれぞれ標準用

語の設定に努力が払われている。しかるに家政学におい

ては，用語の問題にあまり大きな関心が向けられている

とはいえない現状である。そこでこの問題に基本的な示

唆を与えるのが，私の目的とするところである。

２　現在用いられている家政学用語を とりあげ，現代

の国語およびその表記法の原則にてらし，また家政学の

専門書を参照して，標準用語設定の基準と，その適用例

をあげる。（将来は家政学会内に家政用語研究委員会を

ることを希望する｡）

３　家と家庭と家牝 食物と食品，料理と調理，衣服

と被服，家政と家庭管理と家庭経営，保育と育児等まぎ

らわしい語について一応の定義を与えてみた。また洋裁

用語は英語，仏語，職人の用いたこれらのナマリ等もっ

とも混乱しているので，これらに一応の標準的な表記法

を与えた。また料理・食品等の用語について亀若干の見

解を与えた。


